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学校教育目標 「心身ともに健康で、個性豊かな実践力のある子どもを育てる」 

～ あいさつ  そうじ  べんきょう  ３つの「あそべ」をがんばろう ～ 
 

◇素晴らしい運動会でした◇ 

９月に入ってから、天候の影響で運動会に向けて 

の練習が十分にできませんでした。周期的な天気の 

変化で少し不安も感じながら一日順延で運動会を迎 

えましたが、当日は晴天で絶好の運動会日和でした。 

運動会が始まると、明野小学校の子どもたちは、これまでの練習の成果を十分に発揮して、競技や演技、応援

や係の仕事を一生懸命に頑張りました。特に限られた時間の中で、お家の方に見てもらおうと一所懸命に振り

付けを覚えた表現運動、歯を食いしばって全力で走った徒競走、最後まで盛り上がった児童会種目等は本当に

素晴らしいものがありました。特に６年生は心に残る素敵な運動会になったのではないでしょうか。 

 そして、ご家族や地域の皆様の温かい声援や励ましの拍手で、運動会を盛り上げていただき、子どもたちは

いつも以上に頑張ることが出来ました。またＰＴＡ役員の皆様には早朝５時前から準備をしていただいたり、

運動会中も会場の見回りもしていただきました。また、運動会終了後においてもたくさんの保護者の方がお疲

れのところ最後まで片づけ等でお手伝いいただきました。おかげで明野小学校の子どもたち一人ひとりが輝き 

主役となって素晴らしい運動会ができました。本当にありがとうございました。今後とも明野小学校の教育活

動を支えていただきますようお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校だより 

     ＮＯ ７ 

平成３０年１０月４日発行  

３年声を合わせて ４年進撃のGiant Ball 

１・２年タッタ 

５・６年ＴＵ・ＮＡ・ＨＩ・ＫＩ 

１年大玉ころころ ひょっこりはん 
５・６年Ｈｅｒｏeｓ２０１８ 

５年１００ｍ走 １年５０ｍ走 

６年１００ｍ走 

２年５０ｍ走 ３年８０ｍ走 

４年８０ｍ走 赤組応援団 白組応援団 



◇通知表『あゆみ』の見方について◇ 

『あゆみ』の評価の見方についてお知らせします。各教科とも、①関心・意欲・態度、②思考・判断、③技

能・表現、④知識・理解の大きく４つの分類（これを観点と言います）で評価され、◎○△の三段階で表され

ます。②と④に関しては、テストによる評価が大きいですが、①や②の一定部分は授業での姿勢や発言・考え

方、提出物等、③では作品や歌・リコーダー、体育の記録や演技など実技や作図・実験での活動が評価されま

す。この４つの観点をわかりやすくしたものが「主な評価内容（目標）」です。 

学年によって教科の数や同じ教科でも評価内容（目標）が変わってきます。学年が上がると「総合的な学

習の時間」や「外国語活動」も加わってきます。また本年度から全学年で「道徳」の評価も加わりました。 

単に良かった、悪かっただけでなく、これからどんな所を頑張って後期につなげていけばよいのか、各家

庭で話し合って、学習面や生活面を振り返っていただきますようお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇目標を決める◇ 

「目標がその日その日を支配する」…少し難しそうな言葉ですが、右の詩は、大正時代の社会教育家、後

藤静香（せいこう）さんの「第一歩」という詩です。 

子どもたちは毎日の学習や友だちとのふれ合い、様々な体験を通して着実 

に成長しています。その際、子どもたちは「ここまで頑張ろう」とか、「こ 

んな風になりたい」といった目標を決めて取り組みます。何も目標を決めな 

くても一日は過ぎますし、目標を決めても一日はすぐに過ぎてしまいます。 

そして同じ目標でも、目標の決め方次第で第一歩を踏み出す気持ち（覚悟） 

が変わってきます。今から富士山に登ろうとするのか、または近所の小さな 

山に登ろうとするのかで、第一歩の気持ち（覚悟）の入れ方は大きく変わっ 

てきます。踏み出す第一歩の強さが違うとその後の取り組みも違ってきます。 

勉強にしろ、色々な取り組みにしろ、結局一日一日の積み重ねですから、そ 

の日その日をどう過ごすかという「覚悟」の差や、明確な目標を持つか持た 

ないかで、同じ学習時間でも成果が違ってきます。明野小学校の子どもたち 

には、前期を振り返って、後期につながるしっかりとした目標と覚悟を持ってほしいと思っています。 

『第一歩』 

十里の旅の第一歩 

   百里の旅の第一歩 

   同じ一歩でも覚悟がちがう 

  三笠山にのぼる第一歩 

   富士山にのぼる第一歩 

   同じ一歩でも覚悟がちがう 

  どこまで行くつもりか 

  どこまで登るつもりか 

  目標が 

  その日その日を支配する 

 左は２年生の「学習のようす」で、国語は６つの評価内容

（目標）があります。（１年生は７つあります。） 

上から「国語に対する関心・意欲・態度」、「聞く力」、

「書く力」、「読む力」、「文字や国語のきまり知識理解 」、

「書写」 の目標をあらわしていて、それぞれに◎○△の３

段階で評価されます。こういった評価が、各教科でも実施

されているわけです。１年生は前期のみ〇（できる）△（が

んばろう）の二段階評価です。（後期は三段階評価です。） 

左は１・２年生の「生活のようす」で、８項目あります。

（３～６年生については１０項目あります。）◎印が「よく

できる」、〇印は、「できる」、△は「がんばりましょう」と

いう三段階の評価になっています。「生活のようす」の『身

の回りの整理整頓』『忘れ物をしない』『あいさつや言葉づ

かい』『人の話をしっかり聞く』『仕事をきちんとやりとげ

る』『思いやり』といった点もお家で確認していただき、「後

期は○○をがんばろうね!!」などと励ましていただければと

思います。 


